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３
月
１
９
日
（
日
）
、
Ｊ
Ｒ
中
央
線
東
京
駅
発

５
時
４
４
分
の
快
速
高
尾
行
き
に
乗
車
。
（
ダ

イ
ヤ
改
正
で
少
し
時
間
が
変
更
）
立
川
で
青
梅

線
青
梅
行
き
に
乗
り
換
え
、
青
梅
で
奥
多
摩
行

き
に
乗
り
か
え
る
。 

 

奥
多
摩
駅
に
７
時
４
６
分
着
。
８
時
発
の
峰

谷
行
き
の
バ
ス
に
乗
車
。
奥
多
摩
湖
に
８
時
１

５
分
着
。 

 

湖
畔
で
身
支
度
、
ス
ト
レ
ッ
チ
を
す
る
。
天

ぷ
ら
を
何
度
か
や
っ
た
懐
か
し
い
湖
畔
だ
。 

 

８
時
４
０
分
、
出
発
。
ダ
ム
の
上
を
歩
い
て

行
く
。
右
の
湖
面
に
青
空
が
映
っ
て
い
る
。
そ

の
奥
に
は
奥
多
摩
の
山
々
が
見
え
て
い
る
。
ダ

ム
の
真
っ
す
ぐ
先
が
御
前
山
だ
が
山
頂
は
見

え
て
い
な
い
よ
う
だ
。
左
側
ダ
ム
の
外
側
に
は

ヘ
リ
ポ
ー
ト
ら
し
き
も
の
が
見
え
る
。 

 

後
ろ
を
振
り
返
れ
ば
、
雲
取
山
か
ら
連
な
る

石
尾
根
の
六
石
山
ら
し
き
姿
が
見
え
る
。
こ
ち

ら
よ
り
か
な
り
高
く
見
え
る
。
次
回
は
こ
こ
へ

行
き
た
く
な
る
山
容
だ
。
六
石
山
に
登
っ
て
奥

多
摩
駅
ま
で
尾
根
を
下
れ
ば
か
な
り
充
実
の

行
程
だ
。
ダ
ム
を
渡
っ
て
反
対
側
に
着
く
と
突

き
当
り
、
道
は
左
側
に
曲
が
っ
て
ゆ
く
。
少
し

上
る
と
山
道
の
入
り
口
だ
。 

 

８
時
５
７
分
、
御
前
山
目
指
し
て
ま
ず
は
ち

ょ
っ
と
急
な
石
の
階
段
上
り
だ
。
小
尾
根
に
着

く
と
尾
根
を
左
に
曲
が
る
。
右
に
は
展
望
広
場
、

頂
上
広
場
と
案
内
が
あ
る
。 

早
速
岩
交
じ
り
の
尾
根
道
だ
。
木
の
根
も
多

い
急
な
道
を
登
っ
て
行
く
、
こ
れ
ぞ
奥
多
摩
と

い
っ
た
感
じ
だ
。 

 

９
時
半
過
ぎ
、
少
し
緩
や
か
な
植
林
地
に
な

る
。
ピ
ー
ク
で
一
休
み
。
木
々
の
間
か
ら
奥
多

摩
湖
の
湖
面
が
見
え
る
。 

 

９
時
５
０
分
、
少
し
下
っ
て
鞍
部
に
な
る
が

し
ば
ら
く
し
て
す
ぐ
に
上
り
に
な
る
。
馬
酔
木

の
多
い
坂
道
だ
。
少
し
平
坦
に
な
る
が
ま
た
登

っ
て
行
く
。 

 

１
０
時
３
７
分
、
サ
ス
ザ
ワ
山
に
到
着
。
奥

多
摩
湖
に
向
か
っ
て
展
望
台
が
あ
り
絶
景
だ
。

西
側
の
飛
龍
山
や
大
菩
薩
方
面
が
見
え
て
い

る
。
景
色
を
見
な
が
ら
小
休
止
。 

 

１
０
時
４
３
分
出
発
。
少
し
平
坦
な
ヒ
ノ
キ

の
林
を
抜
け
て
ゆ
く
。
１
０
分
ほ
ど
で
急
な
植

林
地
に
な
る
。
ヒ
ノ
キ
の
木
の
根
の
道
を
登
っ

て
行
く
。
３
０
分
ほ
ど
で
ま
た
少
し
穏
や
か
な
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自
然
林
の
尾
根

道
に
な
る
。 

 

１
１
時
１
８

分
、
目
の
前
に
岩

の
塊
が
現
れ
る
。

し
ば
ら
く
岩
の

道
を
通
過
す
る
。

そ
の
あ
と
に
木

の
根
が
密
集
し

た
上
り
を
超
え

て
ゆ
く
。
少
し
緩

や
か
に
な
る
と
ま
た
す
ぐ
に
き
つ
い
上
り
だ
。 

 

１
１
時
４
７
分
、
尾
根
道
は
防
火
帯
の
よ
う

に
広
く
な
り
日
差
し
も
あ
っ
て
明
る
い
道
の

登
り
だ
。 

 

１
２
時
２
分
、
目
の
前
に
芸
術
的
な
オ
ブ
ジ

ェ
の
よ
う
な
岩
が
現
れ
る
。
そ
の
先
は
明
る
く

広
い
尾
根
道
だ
。
目
の
前
が
厳
し
い
上
り
に
な

っ
て
い
る
。 

 

１
２
時
２
６
分
、
惣
岳
山
（1

3
4
8
.5

ｍ
）
に

到
着
、
休
憩
。
お
昼
を
食
べ
て
い
る
人
が
い
る
。

我
々
は
も
う
少
し
我
慢
し
て
先
に
進
む
。 

 

左
右
に
立
ち
入
ら
な
い
よ
う
に
ロ
ー
プ
が

張
っ
て
あ
る
。
も
う
少
し
で
咲
く
カ
タ
ク
リ
を

守
る
た
め
だ
ろ
う
。
左
に
体
験
の
森
に
行
く
道

が
分
か
れ
て
い
る
。
最
後
に
木
の
階
段
の
道
を

登
っ
て
行
く
。 

 

１
２
時
５
４
分
、
御
前
山
（1

4
0

5

ｍ
）
に
到

着
。 

 

ベ
ン
チ
に
座
っ
て
昼
食
だ
が

気
温
が
低
い
の
で
要
注
意
。
衣
類

を
重
ね
着
し
て
保
温
。
お
湯
を
沸

か
し
て
、
味
噌
汁
や
コ
ー
ヒ
ー
で

暖
ま
る
。
佐
藤
さ
ん
の
ジ
ョ
ニ
黒

の
お
湯
割
り
は
美
味
し
か
っ
た
。

他
に
持
ち
寄
り
の
総
菜
や
フ
ル

ー
ツ
で
豪
華
に
な
る
。 

 

１
時
５
０
分
、
記
念
撮
影
を
し

て
下
山
開
始
。
ま
ず
は
割
と
新
し

い
木
道
の
階
段
だ
。
以
前
よ
り
ず

い
ぶ
ん
手
入
れ
が
さ
れ
て
お
り

歩
き
や
す
い
。
右
に
左
に
木
道
階

段
を
曲
が
り
な
が
ら
の
下
り
だ
。 

 

２
時
２
分
、
右
、
鋸
山
、
大
岳

山
方
面
、
左
は
避
難
小
屋
を
経
て

境
橋
バ
ス
停
方
向
。
左
に
進
路
を

取
る
。
右
に
落
ち
込
む
斜
面
の
道

を
す
す
む
。 

 

２
時
７
分
、
避
難
小
屋
着
。
し

っ
か
り
し
た
作
り
だ
。
秩
父
多
摩

国
立
公
園
御
前
山
避
難
小
屋
と

看
板
が
あ
る
。
ト
イ
レ
も
あ
り
、

緊
急
時
に
は
泊
ま
る
こ
と
が
で

き
る
。
そ
の
先
も
右
に
落
ち
て
い

る
斜
面
の
下
り
が
続
く
。 

 

２
時
５
３
分
、
体
験
の
森
の
看

板
。
右
は
カ
ラ
マ
ツ
の
広
場
。
左

は
シ
ロ
ヤ
シ
オ
の
広
場
だ
。
近
く

●お申し込み･お問い合わせ 

Tel・Fax/ 03-3521-6898 戸丸 

戸丸携帯 090-4541-7066 

携帯メール：satorutomaru@gmail.com 

メール：tomarusatoru@hotmail.com  

箱根組ホームページ 

https://tomarusatoru.wixsite.com/hakonegumi 

集合 ４月１６日（日）西武池袋駅 

７：０２発 急行飯能行き 

飯能７：５１着（乗り換え） 

７：５４発 西武秩父行き 

西武秩父８：４５着 

（秩父鉄道乗り換え）御花畑駅９：２４発 

長瀞９：４６着 

途中駅発 

石神井公園 7：12 ひばりヶ丘 7：17  

所沢 7：26 西所沢 7：29 小手指 7：32 

 

交通費 池袋～長瀞  片道 1,276円 

４
月
１
６
日
（
日
）
長
瀞
・
不
動
寺
通
り
抜
け
の
桜 

ら
く
だ
コ
ー
ス 

徒
歩
約
１
時
間
半 

 

長
瀞
駅
か
ら
宝
登
山
ロ
ー
プ
ウ
エ
イ
駅
横
ま
で
歩
く
と

駅
の
左
側
に
あ
る
の
が
長
瀞
不
動
寺
で
す
。
お
寺
内
の
八
重

桜
を
通
り
抜
け
る
コ
ー
ス
を
歩
き
ま
す
。
桜
を
見
な
が
ら
お

弁
当
を
食
べ
て
ゆ
っ
く
り
し
ま
す
。 

 
 

〇
持
ち
物 

昼
食
、
カ
ッ
プ
、
飲
料
水
、
非
常
食
、
傘
、
雨

具
、
着
替
え
、
タ
オ
ル
、
筆
記
用
具
、
救
急
薬
品
、（
痛
み
止

め
ス
プ
レ
ー
な
ど
）、
健
康
保
険
証
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
、
テ
ィ
ッ

シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
、
他 

 

※
申
し
込
み
締
め
切
り
は 

４
月
１
４
日
（
金
） 

 

収支 

繰越          21385 円 

収入                   

支出 

News/HP 作成費   500 円 

当日プリント代    200 円 

現在高          20685 円 
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に
カ
ラ

マ
ツ
の

広
場
の

東
屋
が

見
え
る
。

真
っ
す

ぐ
下
っ

て
ゆ
く
。 

 

３
時

２
４
分
、

枯
れ
た

沢
を
超

え
る
と

木
製
の

階
段
状

の
橋
？

を
登
っ
て
ゆ
く
。
少
し
下
る
と
林
道
に
出
る
。 

 

３
時
３
８
分
、
林
道
右
側
に
再
び
登
山
道
が

あ
る
の
だ
が
、
こ
の
栃
寄
沢
登
山
道
が
木
橋
の

崩
落
の
危
険
の
為
、
通
行
止
め
に
な
っ
て
い
る
。

こ
こ
か
ら
少
し
長
い
車
道
歩
き
だ
。 

 

４
時
３
６
分
、
右
側
の
通
行
止
め
の
登
山
道

と
合
流
す
る
。
こ
こ
ま
で
約
１
時
間
車
道
を
歩

い
た
が
、
ま
だ
も
う
少
し
の
辛
抱
だ
。 

 

４
時
５
０
分
、
左
前
方
に
水
色
の
橋
が
見
え

て
い
る
。
あ
そ
こ
が
境
橋
バ
ス
停
だ
。
バ
ス
通

り
の
車
道
に
出
て
左
に
曲
が
る
。 

 

４
時
５
５
分
、
境
橋
バ
ス
停
に
到
着
。 

 

５
時
２
分
の
バ
ス
に
乗
車
。
１
０
分
ほ
ど
で

奥
多
摩
駅
に
到
着
。
西
川
夫
妻
と
こ
こ
で
お
別

れ
し
、
残
る
五
人
は
奥
多
摩
駅
前
で
打
ち
上
げ

を
し
よ
う
と
行
く
こ
と
に
な
っ
た
。 

 

皆
さ
ん
が
ト
イ
レ
に
行
っ
て
い
る
間
に
い

く
つ
か
店
を
訪
ね
て
み
る
。
以
前
か
ら
気
に
な

っ
て
い
た
柳
小
路
と
い
う
細
い
路
地
。
入
っ
て

す
ぐ
右
側
に
ち
ょ
っ
と
お
し
ゃ
れ
な
地
ビ
ー

ル
屋
風
の
お
店
。
外
し
か
空
い
て
な
い
と
い
う

の
で
寒
い
の
で
パ
ス
。
駅
の
ト
イ
レ
の
横
の
通

り
に
あ
る
居
酒
屋
は
の
ぞ
く
と
登
山
客
で
一

杯
。 

 

も
う
一
度
柳
小
路
に
戻
っ
て
少
し
奥
に
行

く
と
ネ
ッ
ト
で
も
見
た
こ
と
の
あ
る
「
居
酒
屋

し
ん
ち
ゃ
ん
」
が
あ
る
。
引
き
戸
を
開
け
て
み

る
と
狭
い
カ
ウ
ン
タ
ー
右
に
男
性
一
人
、
左
に

女
性
一
人
。
お
か
み
さ
ん
に
５
人
は
無
理
で
す

か
ね
、
と
聞
く
と
詰
め
れ
ば
入
れ
ま
す
と
の
こ

と
。
す
ぐ
に
駅
前
に
戻
り
み
ん
な
を
呼
び
に
行

く
。 

 

大
分
昔
、
駅
前
の
通
り
に
お
ば
ち
ゃ
ん
が
や

っ
て
い
る
田
舎
の
食
堂
風
の
お
店
で
飲
ん
だ

こ
と
が
あ
る
、
田
村
さ
ん
も
一
緒
だ
っ
た
。
そ

れ
以
来
の
奥
多
摩
駅
前
で
の
打
ち
上
げ
だ
。 

 

さ
て
５
人
で
「
居
酒
屋
し
ん
ち
ゃ
ん
」
に
入

る
。
右
に
い
た
男
性
は
し
ば
ら
く
す
る
と
お
帰

り
に
な
っ
た
。
左
側
に
い
た
若
い
女
性
は
、
白

い
割
烹
着
の
よ
う
な
服
装
で
最
初
は
お
店
の

人
か
な
？
と
思
っ
た
が
、
ま
さ
か
こ
ん
な
小
さ 

な
お
店
に
従
業
員
は
い
な
い
だ
ろ
う
が
、
や
は 

 

り
お
客
さ
ん
で
こ
の
後
こ
の
女
性
と
我
々
５

人
、
そ
し
て
お
か
み
さ
ん
の
７
人
の
ド
ラ
マ
の

よ
う
な
時
間
が
始
ま
っ
た
。 

 

奥
多
摩
で
合
唱
を
や
っ
て
い
る
と
い
う
お

か
み
さ
ん
は
御
年
８
０
歳
と
の
こ
と
。
静
か
な

中
に
し
っ
か
り
し
た
感
じ
の
女
性
だ
っ
た
。
ご

主
人
が
な
く
な
っ
て
こ
の
店
を
一
人
で
や
っ

て
い
る
と
の
こ
と
。
地
元
の
フ
キ
ノ
ト
ウ
の
て

ん
ぷ
ら
や
、
お
手
製
の
餃
子
な
ど
お
袋
の
味
の

よ
う
な
美
味
し
さ
だ
。 

 

さ
て
若
く
見
え
た
お
客
の
女
性
が
ユ
ニ
ー

ク
な
方
で
新
宿
か
ら
奥
多
摩
に
移
住
し
て
き

た
と
か
、
実
は
５
０
歳
過
ぎ
て
い
て
、
今
は
近

く
の
キ
ャ
ン
プ
場
で
パ
ン
を
焼
い
て
い
る
ら

し
い
。
新
宿
の
何
と
か
横
丁
の
よ
う
な
こ
の
柳

小
路
が
好
き
で
こ
の
お
店
に
よ
く
来
る
ら
し

い
。
我
々
は
こ
の
方
に
す
っ
か
り
リ
ー
ド
さ
れ
、

各
自
自
己
紹
介
を
し
た
り
、
一
緒
に
歌
っ
た
り
、

お
か
み
さ
ん
も
時
々
歌
っ
て
楽
し
い
ひ
と
時

だ
。 

 

今
思
え
ば
不
思
議
な
こ
の
人
に
騙
さ
れ
た

の
か
も
し
れ
な
い
。 

 

磯
部
俶
先
生
の
合
唱
曲
の
歌
詞
で
「
ゲ
ン
ゴ

狐
に
化
か
さ
れ
て
・
・
・
」
と
い
う
の
を
歌
っ

た
が
、
我
々
は
、
キ
ツ
ネ
か
狸
に
化
か
さ
れ
て

い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。 

 

楽
し
く
化
か
さ
れ
る
な
ら
そ
れ
は
そ
れ
で

幸
せ
。 
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